
年の前向きな変化

年次報告書



リトル東京サービスセンターは、個人と家族の生活を向上させ、南カリフォルニアの多様なコミュニティの豊かな遺産を促進する
社会福祉サービスおよび地域開発団体です。 

はじめに
この度、リトル東京サービスセンターの新理事長に就任
したことを光栄に思っております。 ディック・カク氏が4
年間の献身的な任務を終え退任するにあたり、私は彼の
寛大なリーダーシップに感謝するとともに、彼の成果を
基に前進できる機会を得られたことをありがたく思いま
す。 

コミュニティへの支援

数年前、元LTSC理事長でリトル東京のレジェンドである、アラン・
ニシオ氏からLTSCを紹介いただき、LTSCのミッションは私の心
にすぐに響きました。私は、日系アメリカ人女性、ロサンゼルス市
民、そして非営利のプロフェッショナルとして、LTSCの方針や展望
に深く共感しました。 

その豊かな歴史、充実したプログラムとサービスは、それ自体注目
に値するものですが、私が最も感銘を受けたのは、組織の確固たる
価値観、揺るぎない精神、そして非常に勇敢なスタッフでした。

新型コロナウイルス感染症のパンデミック下で、私は実際に優秀
で広い心を持つスタッフが、クライアント、住民、コミュニティの重
要なニーズを満たすための配慮の行き届いた革新的な対応を迅速
にされている場面を目にしました。 そして、住宅危機や自殺予防な
ど、緊急かつ複雑な問題に取り組んでいる今も、この姿勢を目の当
たりにしています。 

2022年、私はLTSCが地元のサービスプロバイダーから先見の明
を持つ業界のリーダーへと成長する姿を見ました。40年以上にわ
たって培ってきた専門知識を新たな事業に応用し、近隣のコミュニ
ティと知恵を分かち合い、より大きなシステムや政策に影響を与え
るために、その声を増幅させる姿です。このすべては、LTSCの真の
流儀である、価値観を第一とし、堅実な状態で実行されました。 

私は理事会を代表し、地域の人 と々場所に前向きな変化を生み出
してきたLTSCの50年目に、この団体をサポートができることを大
変光栄に思っております。 

この報告書を読み、感動的なストーリーに浸り、私たちのミッショ
ンをご支援、ご理解いただき、私たちが共に達成し続ける今後の前
向きな変化に賛同していただければ幸いです。 
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表紙の特集：

クレア・キタヤマ

リトル東京サービスセンタ
ー理事長

LTSCのコミュニティ施設であるポ
ール・I・テラサキ武道館は、2022年
にグランドオープンし、バスケットボ
ール、即興コメディ、和太鼓など様
々なプログラムを開催しました。 松
林流空手道場の道場長であるアー
ト・イシイ氏が、武道館で全年齢・レ
ベル向けの空手クラスを指導して

います。 

LTSCは、リトル東京をはじめとする地域に在
住する高齢者のメンタルヘルスと心身の健康
を促進する様々なサービスを提供しています。 

高齢者支援

LTSCは、チャイルドケアプログラム、ユースプ
ログラム、その他のプログラムの提供を通し、
家族の絆を深めています。 

家族を育む

リトル東京サービスセンター（LTSC）は、リト
ル東京の文化的ルーツを守り、将来世代のた
めにより持続可能な地域の構築を目指し、重
要なコミュニティサービスを提供しています。 

リトル東京の活性化

LTSCはロサンゼルスが直面する住宅危機に
対し、不動産を取得・建設し、住民の手に届く
安価な住宅を提供しています。

安価な住宅の建設

リトル東京サービスセンターは、リトル東京の
文化的ルーツを守り、将来世代のためにより
持続可能な地域の構築を目指し、重要なコミ
ュニティサービスを提供しています。

中小企業への支援

理事会と寄付方法

LTSCは、困っている人に多言語支援を
提供するワンストップ・サービスセンタ
ーです。 

困っている人への支援

活動計算書および2022
年度のハイライト



ポール・I・テラサキ武道館に足を踏み入れた途
端、この場所が地域に愛されていることに気付
くでしょう。 

壁には子どもたちの作品が並び、体育館は太鼓
の安定したビートやフラダンスの流れるような
リズムで満たされています。 また、体育館誕生
までの30年にわたる旅を描いた展示ケースの
中には、コミュニティの豊かな歴史から生まれ
た工芸品が並び、好奇心旺盛な訪問者を歓迎
しています。 

ロサンゼルスのダウンタウン地区にコミュニテ
ィスペースをもたらすという数十年来の夢がつ
いに実現し、武道館は2022年にグランドオー
プンを迎えました。 全米に４カ所しか残ってい
ない公式の日本人街の１カ所に位置する武道
館のオープニングは、活発なコミュニティとの
関わりというLTSCのビジョンを固め、「みんな
のホームコート」として訪問者にリトル東京や
日系文化と触れる機会を提供するものとなりま
した。 

各地から数千人の人々が集まり、文化色豊か
なパフォーマンス、武道館の成功に欠かせない
人々のスピーチ、青少年向けゲーム、格闘技の
実演、賛辞などで祝いました。 参加者の中に
は、NBAのレジェンドでバスケットボールの殿
堂入りを果たしたジェリー・ウェスト氏も含まれ
ており、彼のスピーチは、大きな夢に向かって懸
命に行動することで、可能性が広がることを再
認識させてくれました。

プロジェクトを最初から最後まで見守った多
くの人々は、誇りと満足感をからお祝いムード
に浸っていました。 元LTSC理事会会長のデブ

ラ・ナカトミ氏は、武道館を歩きながら目に涙を
浮かべ、何十年も追い続けてきた夢の実現を喜
んでいました。 

テラサキ武道館のライアン・リー館長は、次のよ
うに述べています。「30年来の夢が一日で叶っ
た感じです。武道館が、私たちのコミュニティ精
神を後世に継ぐ足がかりとなることを楽しみに
しています」

武道館の壁画「To Catch the Moon」を手が

けたアーティストであるケント・ヨシムラ氏は、「
リトル東京の近くに住み、これまでずっとリトル
東京を訪れてきた私にとって、この建物はリト
ル東京で最も大切な建物のひとつです。 みん
なが集まり、どこかに属していると感じられる空
間があることは、とても大切なことです」と話し
ます。

「みんなのホームコ
ート」を発表

武道館のグランドオープン祝賀会でパフォーマンスを披露する
「オハナ・フラ」のダンサー（上）とJタウン太鼓の生徒たち（上、
右）。 

「みんなが集まり、何かに属して
いると感じられる空間があるこ
とは、とても大切なことです」

ケント・ヨシムラ
（アーティスト、リトル東京出資者）

個のギフトをホリデー
シーズン中に青少年

に配布

名の来場者と10名の
インターン生がテラサ

キ武道館と関わる

名のLTSC所有住宅の住
民がノースカロライナ州
で開催されたNeighbor-
Worksのコミュニティ・リ
ーダーシップ・インスティテ

ュート研修に参加

世帯がNavidad en 
el Barrioイベントで
ホリデーフードバスケ

ットを受け取る

2 | 3 LITTLE TOKYO SERVICE CENTER  |  2022 ANNUAL REPORT 

リトル東京の強化
数字で見る
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ジャッキー・ヘルナンデスさんにとって、5歳の
ときに家族でカサヘイワに引っ越したことは人
生を変えるものでした。 

LTSCのアフォーダブルハウジング（安価な住
宅）で、ジャッキーさんと彼女の家族はプログ
ラムとサービスを受けることにより、ジャッキー
さんは育っていく中で帰属意識を育むことがで
きました。 26歳になった今、ジャッキーさんは
子供と関わることへの情熱を見つけただけでな
く、他では見つけられないと考えていた以上の
サポートネットワークも形成することができま
した。 

LTSCレジデントサービス担当のナンシー・アル
カラス・ディレクターは、「LTSCのレジデントサ
ービスでは、青少年が自らの道を切り開くため
の機会と経験を提供するこに重きをおいていま
す」と述べ、青少年に権利を与えるというLTSC
の取り組みを強調しています。 

ジャッキーさんは幼少期にカサヘイワのアフ
タースクールプログラムに参加し、10代でサ
マーメンターシッププログラムに参加した後、
アルカラス氏の勧めでLTSCのMi CASAアフ
タースクールプログラムでAmeriCorpsのイ
ンターンシップに応募しました。これは、彼女
の人生において非常に重要な役割を果たした
組織そのものに恩返しをするチャンスでした。  

「AmeriCorpsでの仕事内容で、子供と関わ

るのが一番楽しかったです。 アフタースクール
プログラムへの参加や、子供たちの宿題を手
伝うなど、実際の体験を楽しみにしていました」
と、ジャッキーさんはコメントしています。 10
か月間、ジャッキーさんはLTSCの住宅に住む
若者たちと協力し、しばしばアートワークショッ
プを開催、最終的にアートセラピーのキャリア
に興味を持ちました。 「LTSCが無ければ、同
じようなサポートは受けられなかったと思いま
す。 何年もここにいて、LTSCのサポートを得ら
れたことは、私にとって本当に良い影響でした。 
LTSCは私たちを家族のように感じさせてくれ
ます」

成功に向けた
ツール提供

「私はLTSCのサポートを得た
ことで、本当に良い影響を受けま
した。 LTSCは私たちを家族の
ように感じさせてくれます」

ジャッキー（LTSC所有住宅の住
民、元スタッフ）

家族育成
数字で見る

ヶ国語（クメール語、
ロシア語、アラビア

語を含む）でアンジェ
リーナ・プリスクール
の保護者向け資料を

提供

時間の個人指導、レ
クリエーション、課
外活動をMi CASAア
フタースクールプロ

グラムが提供

の保護者が子供をMi 
CASAサマープログラムに
参加させることで、安定し
た職を維持することができ

たと回答

低所得者のための
Volunteer Income 

Tax Assistance 
(VITA) にて、253件
の確定申告書作成
のお手伝い、納税準
備費用を約33,000

ドル節約に貢献

LTSCのMi CASAアフタースクールプログラムで青少年と
図画工作のワークショップを行なっているジャッキーさん（
上、左上）。 
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シャーリーさんは、それほど昔のことではあり
ませんが、彼女の日々の大半が沈黙でいっぱ
いだったときのことを思い出します。 

9年前、LTSCがサウスベイで管理する高齢者
向け住宅「JCIガーデンズ」に引っ越したとき、
彼女は自立した生活を送れることを楽しみにし
ていました。 しかし、新型コロナウイルス感染
症の世界的流行により、突如、他の一人暮らし
をしている多くの近隣の人 と々同様に、外出禁
止と人付き合いの制限に悩まされることになり
ました。 

「新型コロナウイルス感染症のパンデミックが
始まった当初、誰もが孤立していました。 私は

誰とも交流を持たず、ただ一人で自分の部屋に
いて、ビデオを観ていました」と、彼女は話しま
す。 

パンデミックに入る数か月前、LTSCは高齢者
と社会とのつながりを保つことの大切さを理解
し、シェリルさんを新しいシニア・アクティビテ
ィ・コーディネーターとしてJCIガーデンズのス
タッフに迎え入れました。 シェリルさんは当初、
高齢者の安全を守るための新しいプログラム
を中心に活動していましたが、対面のアクティ
ビティが復活した今、シャーリーさんは、機会が
あれば対面の活動を利用しています。

シャーリーさんや近隣の住人たちは、毎週開催
されるレクリエーション活動、社交の集い、グル
ープでの外出などのプログラムを楽しむことが
でき、多くの参加者は母国語でのコミュニケー
ションから恩恵を受けています。 シャーリーさ
んは、日本語を母国語とする女性たちと、人生
経験や健康の秘訣について話し合う時間を過

ごすことを楽しみにしています。 

「できるだけ参加するようにしています。 こうい
う活動がなければ、彼女たちと話したり知り合
ったりすることもなく、私はただ自分の家に篭っ
ているだけだったでしょう。 でも今は、階段を降
りて、彼女たちと話をすることができます」と、シ
ャーリーさんは話します。 「私たちは昔話をす
るのが好きなんです。アメリカに渡った理由、生
い立ち、家族についてなど。 他の人たちが経験
してきた驚くような話をたくさん耳にするんで
すよ」

毎週金曜日の朝、彼らはコーヒーと焼き菓子な
どを手にテーブルを囲み、これまでの経験、そし

て今一緒に時間を過ごすようになった経緯を
思い出しながら笑顔を見せています。 

LTSCのシニアアクティビティのおかげで、シャ
ーリーさんは再びコミュニティとのつながりを
感じることができるようになりました。プログラ
ムが進むにつれ、チェアヨガやラジオ体操のよ
うな活動を通して、出会った友人たちと積極的
に関わり続けているうちに、他の人たちもこの
ようなプログラムに参加し、その中で大きな価
値を見い出せることを願っています。 

コミュニティで沈黙をなくす

JCIガーデンズでのエクササイズクラスに参加するシャーリー
さん(上)。 

JCIガーデンズでのシニアアクティビティには、運動、アート＆ク
ラフト、外出などがある(上、右)。 

「こういう活動がなければ、彼
女たちと話したり知り合ったり
することもなく、私はただ自分の
家に篭っていただけだったと思
います」

シャーリー（LTSCシニアアクティ
ビティ参加者）

高齢者支援
数字で見る

の米国成人が介護者
であり、6人に1人が
援助を受けていると

報告されている

件以上の電話による
ウェルネスチェック
をLTSCビルに在住
する高齢者を対象に

実施

種類以上のシニア向けア
クティビティ（運動、教育、
アート＆クラフトなど）を

週5日提供

回のコミュニティ・プ
レゼンテーション（テ
ーマ：介護リソース、ア
ルツハイマー病、AA-
PIの安全性など）を多

言語で実施
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近年、イーストハリウッドを「故郷」と呼べるか
どうかは、家計のやりくりに苦労している多く
の地元住民にとって問題となっています。 

加速する高級化と営利目的の住宅により、家族
経営の企業や個人は立ち退きを余儀なくされ、
この地域のアイデンティティを形成する活気に
満ちた多様性と文化が脅かされています。しか
し、この急速に変化する風景の中には、これに
立ち向かうコミュニティの決意の証があります。 

2022年、LTSCはイーストハリウッドの地下鉄
バーモント／サンタモニカ駅に187戸のアフォ
ーダブルハウジングを建設するという史上最大
の住宅プロジェクト（SMV）に着工しました。 こ
の公共交通指向型開発（TOD)には、地元の中
小企業をテナントとして優先した地域密着型の
小売スペースと、Housing Worksを通じた住
民向けの現地サポートサービスが含まれます。 

LTSCの不動産開発ディレクターであるデビ
ー・チェン氏は、「住宅危機を緩和するための役
割を果たすと同時に、近隣住民の健康にプラス
の影響を与えたいと考えています」と述べまし
た。 「LTSCは、イーストハリウッド地区協議会
および個々のコミュニティ組織と協力し、近隣
住民のニーズを確実に把握することで、コミュ

ニティ開発に向けて全体的、かつ責任あるアプ
ローチを取っています」

イーストハリウッド地区協議会のジリアン・シ
ュルツ事務局長は、営利目的の開発業者とは
対照的なLTSCのアプローチを称賛しました。 

「LTSCの活動は、他のデベロッパーの動きと
は正反対です。 LTSCは、コミュニティに深く関
わり、何度も会合に参加し、コミュニティが持つ
懸念に耳を傾けています。 これは、ロサンゼル
ス全域で起こるべき開発モデルだと思います」
と、シュルツ事務局長は述べています。 

SMVに対するLTSCのビジョンは、従来のビジ
ョンを超えるものです。 これは、有色人種のコ
ミュニティを強化し、低所得層の住民を支援す
るという私たちのミッションを体現しています。 

コミュニティ
の心を守る

 

「これはロサンゼルス全域で起
こるべき開発モデルだと思いま
す」

ジリアン・シュルツ
（イーストハリウッド地区協議会 
事務局長）

アフォーダブルハウジングの建設
数字で見る

名が2022年にロサ
ンゼルス郡でホーム

レスを経験

戸のアフォーダブ
ル＆パーマネント・サ
ポーティブハウジング
をLTSCの1,000 戸
以上のポートフォリオ

に追加予定

ロサンゼルス10地区
で、LTSCによるアフォーダ
ブル＆パーマネント・サポ
ーティブハウジングを開発

ロサンゼルス郡の超
低所得世帯の20%
がアフォーダブルハ

ウジングを利用

2024年完成予定のサンタモニカ・バーモント・アパートメント
の建設（上、左）。 

SMVの起工式に参加したLTSCのスタッフ、資金提供者、要人
(上)。 
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アシュリーさん(They/Them)がペンシルベ
ニアでアートセラピーとカウンセリングの修士
号を取得するためにロサンゼルスから離れた
とき、学校、インターンシップ、そして2つの仕
事をこなしながら、まさか自分がホームレスに
なるとは考えてもいませんでした。 

アシュリーさんが生活の基盤を見つけるのに
苦労していたとき、この困難な状況を乗り越え
るため、セラピー治療を探しました。 しかし、費
用が高すぎたり、通うのが困難だったり、自身の
文化的背景やアイデンティティを共有できない
セラピストとのセラピーしか見つけることがで
きませんでした。 ノンバイナリーでアジア系アメ
リカ人二世の学生であるアシュリーさんは、白
人やシスジェンダー（生まれ持った性別と心の
性が一致しており、その性別に従って生きる人）
が大半を占める環境の中で、自分が「異なる」と
感じることを悩んでおり、この悩みを理解してく
れるセラピストと話したいと考えていました。 

幸運にも、アシュリーさんはCT Streamを
見つけることができました。CT Streamと
は、AANHPI(アジア系アメリカ先住民ハワイア
ン＆太平洋諸島民)コミュニティとその他の地
域の若者にメンタルヘルス・サービスを利用し
やすいものにすることを目的として、2022年に
Changing Tides (CT)が始めた取り組みで
す。 

アシュリーさんは、無料でCT Streamの文化
的配慮のあるセラピストの一覧からアートセラ
ピストと繋がり、10回のセラピーを受けました。 
セラピストとアイデンティティを共有すること
で、アシュリーさんはようやく話を聞いてもらう
ことができ、理解されていると感じることができ
ました。 さらに、CT Streamのバーチャル・ケ

ア・オプションの追加特典により、受けるべきケ
アの質を損なうことなく、柔軟な対応を受ける
ことができました。 

「私と同じような背景を持つセラピストと話す
ということは、自分のトラウマやアイデンティテ
ィ、あるいはそれらが私に大きな影響を与えて
いる理由を説明する必要がないということで
す。 このプログラムは、私の経験を確認し、必要
なサポートを確実に得る上で非常に重要でし
た」と、アシュリーさんは語っています。 「心から
サポートしてくれるチームがいれば、人生は本
当に変わるのです」

アシュリーさんの経験は、人生の様々な試練に
対処する手段を与えました。また、アシュリーさ
んは、Changing Tidesが自分と同じような人
たちに向けて文化的に包括的なメンタルヘル
ス・リソースの普及に尽力していることを知り、

安心感を得ることができました。 

CT プログラムコーディネーターのマシュー・ヨ
ネムラ氏は次のように述べています。「コミュニ
ティにおいて、メンタルヘルス・サービスへのア
クセス改善の必要性が、かつてないほど明確に
なっています。 アジア人はメンタルヘルスのサ
ポートを求める率が最も低く、現在、AANPIの
若者の死因の第1位は自殺です。 CT Stream
では、メンタルヘルス・サービスへのアクセスを
提供するだけでなく、言語によるケアや文化的
に配慮したセラピストなど、地域社会の具体的
なニーズに合ったサービスを提供することを目
指しています」

アイデンティティ共有
によるヒーリング

アートセラピー修士課程でミクストメディアの集大成プロジェ
クトに取り組んでいるアシュリーさん（左、上、右）。 

「心からサポートしてくれるチーム
がいれば、人生は本当に変わるの
です」

アシュリー(CT Stream 参加者)

困っている人への支援
数字で見る

日本語を話すコミュ
ニティで977名が家
庭内暴力防止を求

めた

時間のメンタルヘル
ス・サポートを成人と

高齢者に提供

のChanging Tides 
Stream参加者がメンタル

ヘルスの改善を実感

名のクライアントが福
利厚生プログラムへ
の登録を支援、150
万ドルの援助を受け

た



ユカさんとマリナさんにとって、初めてビジネ
スオーナーになるのは簡単なことではありま
せんでした。 

2021年、2人はリトル東京にあるクラガミ・フ
ローリストを1984年から経営していたマサミ
さんとメアリー・オノウエさんから引き継ぎまし
た。 LTSC中小企業カウンセラーのマリコ・ロッ
チリッジ氏の支援を受けて、クラガミ・フローリ
ストは次世代の起業家たちと新たな道を切り
開きました。 

2人は、時代に適応しながら、39年にわたるこ
の店の伝統を守りたいと心に決めていました。 
忠実な顧客ベースと無借金賃貸契約により、2
人は店名をリトル東京フローリストに変え、そ
の場所に根付いたアイデンティティを強調しま
した。 しかし、パンデミックが始まると、サプラ

イチェーンの問題、インフレ、消費支出の減少
など、相次ぐ問題に直面することになりました。
そんな中、革新的な変化が起こります。ロッチリ
ッジ氏の指導により、2人は別の地元中小企業
との共同事業であるCRFT by Makiを立ち上
げ、新たな収益源を生み出すことができました。 
喜ばしいことに、このベンチャー事業はコミュニ
ティ・コラボレーションへの情熱に火をつけ、そ
れを刷新したビジネスモデルの中核に据えるこ

とになります。 

「クラガミ・フローリストを引き継ぎたいと思っ
ていますが、30年前と同じ経営をすることはで
きません。 新しいこと、特に自分たちだけでは
できないことに挑戦するのは楽しいことです。 
コミュニティの本来の姿のように、協力し合う
ことで、お互いに助け合い、教え合い、リトル東
京コミュニティを守っています。 マリコさんが
CRFT by Makiとのパートナーシップの立ち上
げに協力してくれたおかげで、素晴らしい経験
ができました」と、ユカさんは話します。 

リトル東京フローリストは、2024年に創業40
周年を迎えますが、LTSCはその一歩一歩をサ
ポートできたことを誇りに思っています。 「オー
ナーの変更から、パンデミック最中の資金調
達、リトル東京の中小企業コミュニティ間の協
力関係の構築に至るまで、LTSCとマリコさんの
サポートのおかげで、私たちは好きなことを続
けられています」と、ユカさんは語っています。

 

「LTSCとマリコさんのサポー
トのおかげで、私たちは好きなこ
とを続けられています」

ユカ (リトル東京フローリスト オ
ーナー)

中小企業への支援
数字で見る

件のリトル東京ビジ
ネス間のコラボレー

ション（知識の共有や
共同マーケティング

など）を促進

年の新型コロナウイ
ルス救済基金終了後
に12万5000ドルの
中小企業補助金申

請、受領

サウスベイからサンゲーブ
リエルバレーにわたる、10
の近隣地域でLTSCが支
援する中小企業が位置す

る

600時間以上のカウ
ンセリング、事業計
画から政策提言ま
で14種類の支援を

提供
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店先で花を準備するリトル東京フローリストの共同オーナー
であるユカさんとマリナさん（上、左）。 

特注のアレンジメント用の花を準備するマリーナさん（上）。 

Caption to come 

Caption to come

レガシーの再構築



2022 年のハイライト
活動報告書あなたがこれを実現させました！ 

ポール・I・テラサキ武道館はグランドオー
プンを迎え、リトル東京にコミュニティセ
ンターを建設するという数十年来の夢が
実現しました。 
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Changing Tidesは、第1回Ripple 
Effect: Walk for Suicide Prevention
を開催し、自殺で亡くなった人々を追悼し
ながら、メンタルヘルス・サポートのため
の資金を集めました。 

アル・ムラツチ議員は、Changing Tides
を「AAPIコミュニティのメンタルヘルス・
サポートに対する「2022年度最優秀非
営利プログラム」と評価しています。 

LTSCのような組織の支援により、投票法
案ULA（United to House LA）が可決
され、市全体のアフォーダブルハウジング
開発への財源が大幅に増加しました。

ウメヤ・ハウジング開発に先立ち、LTSC
のホームレス・サービス、不動産チーム、コ
ミュニティ・オーガナイザー、レジデント・
アーティストが、スキッド・ロウのコミュニ
ティと協力しました。  

LTSC所有住宅の住民4名が、ノースカロ
ライナで開催されたNeighborWorks コ
ミュニティ・リーダーシップ・インスティテ
ュートに参加し、住民リーダーの声を強
化するとともに、コミュニティの前向きな
変革に向けた計画を立てました。

187戸のアフォーダブルハウジング開
発、サンタモニカ・バーモント・アパート
メントが、イーストハリウッドの地下鉄駅
にて着工式が行われました。

Sake on the RocksはJACCCプラザ
に戻り、700名を超える参加者を迎えま
した。

ロサンゼルス市議会は、ジェントリフィケ
ーション（都市の富裕化現象）と強制退去
の影響を受けている長年続く中小企業を
支援するために、LTSCの提言を取り入れ
たレガシー・ビジネス・プログラムを承認
しました。 

武道館は、Mi CASAアフタースクールプ
ログラムやJタウン・シニア・コネクション
を含む15のプログラムが行われる拠点と
なりました。 

寄付金             
$2,519,965

助成金                 
$11,557,138

イベント収益          
$688,445

サービス料金         
$2,297,105

不動産収入         
$731,546

武道館の使用料とアクティビティ     
$525,538

投資による利益/(損失)           
($110,562)

債務免除         
$1,496,450

雑収入     
$210,164

収入

募金活動             
$812,738

プログラムサービス        
$11,431,079

一般および管理費用        
$1,424,150

支出



支援方法

寄付 オンラインでWWW.LTSC.ORGにアクセスするか、213-
473-1613に電話するか、「LTSC」宛に小切手を作成して
DONATIONS / LITTLE TOKYO SERVICE CENTER / 231 
E. THIRD ST, G-106 / LOS ANGELES, CA 90013まで郵送
してください。 

プログラムでのボランティア！クライアントや住民の生活に変化を
もたらし、コミュニティにプラスの影響を与えましょう。 1回限りの
イベントのサポートから、さまざまなプログラムの継続的なサポー
トまで、多くのチャンスがあります。 

プランド・ギビングは、事前に不動産計画で取り決めを行うことで、
将来的にLTSCを支援する方法です。 

マッチング・ギフトは、何千もの企業が、従業員の慈善寄付と企業
の資金を「マッチング」させるものです。 企業のマッチング・ギフトで
は、個人的な寄付の影響を2〜3倍にすることができます。 

車両の寄付は、売却や取引に代わる便利な方法です。 簡単で、無
料で、税金控除の対象となり、収益は直接LTSCに寄付されます。 

ショッピングとRALPHSコミュニティ貢献プログラムへの登録。 

クライアントに直接利益をもたらしたり、毎年恒例のサイレントオ
ークションに貢献したりするための、品物やプロフェッショナルサー
ビスの現物寄付。 

SAKE ON THE ROCKSのようなLTSCの資金調達イベントの後
援。 コミュニティの重要なプログラムを支援しながら、ビジネスの
認知度を高めることができます。 

QRコードをスキャンして寄付者とボランティア参加者のリストを表示

するか、www.LTSC.org/donorlistにアクセスしてください。

寄付者リストを紙面でご希望の場合は、Emily Weaver（メー

ル：eweaver@LTSC.org 電話：213-473-1613）までお問い合わせ

ください。
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2023 年 理事会

Officers:
Claire Kitayama, President

Miguel Núñez, Vice President

Jeffry Yonemura, Treasurer

Jessica Chang, Secretary

Executive Committee:
Dennis Arguelles

Dick Kaku

Edwin Takahashi

Kelly Takasu

Kira Conlon

Board Members:
Akemi Arakaki

Betty Avila

Bibiana Rosalia

Chris Aihara

Dae Joong “DJ” Yoon

George Tanaka

Jeff Schaffer

Karen Umemoto

Kathy Masaoka

Keith Terasaki

Kelsey Iino

Kirk Sasaki

Mark Usui

Mary Ann Takemoto

Noelle Ito

Perla Eston

Sid Kato

2023 年 経営管理チーム

LTSCの経営管理チームは、公平なプロセ
スを重視し、LTSCのミッションとビジョン
を前進させるために、さまざまな専門分野
からの意見を取り入れながら、作業全体で
共有のリーダーシップを構築しています。 

Erich Nakano,  
     Executive Director

Bomee Kim Fain,  
     Director, Finance & Administration

Sharon Kamegai-Cocita,  
     Director, Development

Margaret Shimada,  
     Director, Service Programs

Grant Sunoo,  
     Director, Community Building  

     & Engagement

Takao Suzuki, Director,  

     Community Development

2022年1月1日〜2022年12月31日に受領した助成
金および寄付に対するLTSCの支援者の皆様へ心より

感謝申し上げます。

支援者の皆様

詳細については、

www.LTSC.orgをご確認く
ださい。

今すぐLTSCに寄付する



231 E. 3rd St. # G106  Los Angeles, CA 90013 213-473-3030        www.LTSC.org
POSITIVE CHANGE FOR PEOPLE AND PLACES


